
 

 
 
 
 
 

 
  
 

 

 

 

 

 
 
０１ 特別支援教育における個別最適な学びの充実  

ICT 活用の充実と、コロナ禍での体験活動の工

夫を行い、個別最適で一貫した指導を行っていま

す。ICT の活用では、一人ひとりに応じたスイッ

チ教材を活用するなど、様々な方法で ICT の活用

を進めるとともに、写真や動画を学びの記録とし

て活用することで、個別最適な学びの充実につな

げています。また、感染症対策を踏まえながら学

校行事や宿泊学習等を実施し、体験活動の充実も

進めています。今年度も、ICT の具体的活用に関

する学校研究を重ねながら、個別最適で質の高い

教育を目指します。 

 
０２ 児童生徒の健康的な生活づくり  

 毎月１８（いいは）の日に、保健委員会の児童

生徒が教室を訪問し、歯みがきの大切さをアピー

ルしています。他にも、歯や口の健康に関する授

業や、歯みがき週間における「毎日歯みがきがん

ばりカード」など、歯や口の健康に関する取組に

に力を入れています。家庭の協力もその成果とし

て、むし歯処置歯率は毎年１００％を維持し、本

校では、１１年連続で、埼玉県学校歯科保健コン

クールにおいて特別支援学校優秀校として表彰

されています。今年度も、感染症対策を踏まえな

がら歯みがき指導に取り組んでいます。 

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞
本校は肢体不自由と知的障害を併せ有す

る児童生徒が学ぶ学校です。児童生徒が、今、

生きていることの楽しさや喜びを充分に感

じながら、将来への夢や希望をもち、一人ひ

とりがそれぞれのあり方で精一杯かがやく

ことのできる教育を行います。 

■所在地：さいたま市西区三橋６－１５８７     ■電話：048-622-5631 

■FAX：048-622-5642     ■交通：JR 川越線 西大宮駅南口徒歩１８分 

 

さいたま市教育委員会では ＳＤＧｓ教育を推進しています。 

さいたま市立 

ひまわり特別支援学校 



 

 
 
 
 
 

 
  
 

 

 

 

 

 

０１ 地域と共に協働活動  
本校では、開校以来、児童生徒が近隣地域宅に訪問し、

学校だより等を届ける活動を行っています。児童生徒や教

職員が、地域の方と直接顔を合わせて挨拶をすることで、

学校と地域の連携につなげています。また、地域の方や地

元ボランティア団体、手話サークル、ロータリークラブ、近隣幼稚園などと協働し、ふれあ

いコンサートを定期的に開催しています。手づくり楽器による全員合奏、手話披露、園児の

踊りなど、児童生徒とのふれあいを中心とする全員参加型として地域ぐるみの文化音楽活

動を展開して、学校理解を図るとともに、連携協働体制の深化につな

げています。他にも校地内の花卉栽培、学校行事の運営支援、交流作

品展など、地域や諸機関と学校との協働活動に取り組んでいます。 

０２ 交流及び共同学習の推進  

本校では、近隣の幼稚園、小学校、中学校、高等学

校、特別支援学校、大学、専門学校等と積極的に交流及び

共同学習を行っています。 

学校間交流では、学部ごとに他校へ出向いたり、お迎え

したりして、一緒に授業をしたり、ボッチャを楽しんだりして交流を深めています。また、

近隣の中学校との交流では、吹奏楽部の生徒が来校して演奏を行うなど、交流の内容もさま

ざまです。居住地校交流では、本校の児童生徒が居住している地域の小・中学校の学級に入

って、授業や学校行事等に参加しています。直接会って交流することが難しい場合でも、オ

ンラインによる授業や手紙のやりとりを通して、積極的に交流を推進しています。 

０３ 食育の充実  
本校では、安全でおいしい給食の提供を通して、食育を

推進しています。食材に地場産物を積極的に活用し、地元

の味、愛情がつまった料理を毎日提供するとともに、その

日の給食や食べ物のことを児童生徒に知ってもらうために、給食室

からのお手紙「めしあがレター」を配っています。また、「さくら草ごはん」や本校のマス

コットキャラクターの焼き印を押した卵焼きなど、学校の特色を取り入れた献立や調理方

法に工夫を凝らすことで、児童生徒もおいしく楽しく給食を食べることができています。 

さらに、本校の食育や給食についての理解を深めていただく機会として、地域の方や保護

者を対象とした給食試食会を実施しています。 

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞
 本校は、肢体不自由と知的障害を併せ有する児童生徒が在籍する

さいたま市２校目の特別支援学校です。学校教育目標を「夢と希望

をもち、自らの力を発揮し、共に生きる子どもを育てる」とし、児

童生徒一人ひとりの障害の状態等に応じた指導を行っています。 

まだ歴史は浅いですが、地域学校協働活動と特別支援教育への 

理解促進活動によって、地域に根ざした学校を目指しています。 

■所在地：さいたま市緑区三室 636-80    ■電話：048-712-0395 

■FAX：048-872-7272   ■交通：ＪＲ北浦和駅より市立病院行きバスで１５分 

さいたま市教育委員会では ＳＤＧｓ教育を推進しています。 

さいたま市立 

さくら草特別支援学校 
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本校の生徒は「南高生の誇り 10 箇条」を座右の銘として、文
武自考を成し遂げるよう日々意欲的に学校生活を送ってい
ます。人工芝グラウンドや体育館のエアコン設置等の施設設
備の充実、生徒全員が iPad を利用し、先進的なネットワーク
システムを活用した学習環境の整備など、学校全体の教育環
境の進化を推進しています。また、単位制高校のメリットを
生かし、豊富な選択科目や少人数授業、オンライン英会話等
も充実しています。 

 
 
０１ SDGs17 の目標を各自でまとめる南高 Action for SDGs 
南高では２年次３学期～３年次１学期に以下の目標のもとに Action for SDGs

を実施しています。 

①SDGs を「自分ごと」としてとらえる機会と

し、また自分の興味がある分野を詳しく学ぶ 

②自分の考え・意見を論理的に発表する 

                    ③進路意識を高める 

 このような活動を通じて大学などで何を学ぶかという研究課題を発見しています。 

０２ 国際交流 南高 2023 グローバル人材育成プログラム 
南高では２年次のオーストラリア研修旅行、ニュージーランド・

エレスメアカレッジとの姉妹校交流などの多くの国際交流事業

を通じて多文化共生社会を実感する機会を多く持っています。 
           
 

  

 
 

０３ 社会科学、自然科学など様々な課題を探究する社会探検工房 
南高では企業や大学を訪問して探究する社会探検工房の取り組みを通じて

SDGｓに貢献しています。環境問題、経済問題、産業の在り方など多くのテー

マを探究しています。      

 
 

 

 

このように南高は魅力的な様々な活動を通じて SDGs に貢献しています。 

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞
  

 
さいたま市立 

浦和南高等学校 

■所在地：さいたま市南区辻６－５－３１    ■電話：048-862-2568 

■FAX：048-838-2932   ■交通：埼京線北戸田駅徒歩 10 分 武蔵浦和駅徒歩 20 分 

さいたま市教育委員会では ＳＤＧｓ教育を推進しています。 
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